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AGENDA

23年卒 2022年6月12日時点の内定状況推移

➢ 就職内定率について

➢ 進路確定率について

➢ 就職内定辞退率について



就職内定率の推移と傾向
出典：就職プロセス調査（2023年卒）「2022年6月12日時点 内定状況」 2022年6月23日

https://shushokumirai.recruit.co.jp/research_article/20220623001/

✓ 23年卒は22年卒よりも早いペースで内定を取得しており、6月12日時点で76.5％となっている。

✓ 就職活動の早期化が見られるが、6月になると伸びも緩やかになり、昨年と同程度の水準に落ち着いて

きている。

✓ 24年卒に向けては、6月までに積極的に採用活動を行い、早期選考から内定出しに繋げることが効果

的だと考えられる。



進路確定率の推移と傾向

✓ 進路を確定させている学生は約6割に上り、早期に就職活動を完結させたいと考えている学生が半数

以上いることが分かる。

✓ 内定率などから就職活動の早期化が進んでいると考えられるが、進路決定率は前年から微増に留まっ

ており、進路決定時期は以前とあまり変わらないことが伺える。

出典：就職プロセス調査（2023年卒）「2022年6月12日時点 内定状況」 2022年6月23日

https://shushokumirai.recruit.co.jp/research_article/20220623001/



就職内定辞退率の推移と傾向

✓ 23年卒内定辞退率は22年卒から微増で52.8％となっている。

✓ 内定辞退率は年々増加しており、学生が複数の内定を取得する状況が今後も続くことが予想される。

✓ 企業としては、学生への動機付けや内定者フォローがより一層重要になってくると考えられる。

出典：就職プロセス調査（2023年卒）「2022年6月12日時点 内定状況」 2022年6月23日

https://shushokumirai.recruit.co.jp/research_article/20220623001/


